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研修の特徴

◎広尾病院　 　
◎墨東病院

〇多摩北部医療センタ ー

◎多摩総合医療センタ ー　

〇小児総合医療センタ ー

●　 広尾病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立広尾病院 救急科 東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 救命救急セン タ ー　 中島　 幹男　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 東京都済生会中央病院 / 東邦大学医療センタ ー大森病院 / 杏林大学医学部付属病院 

基幹研修施設の都立広尾病院は、 都市部の救命救急セン タ ーであり 、 3 次救急・ 集中治療だけでなく 、 島し ょ 医療、

災害医療、 東京 ER、 ド ク タ ーカ ーなどにも 力を 入れています。 3 次救急は単なる 振り 分けではなく 、 各診療科と 協力

し つつ可能な限り 自己完結を 基本と し ています。 入院管理は ICU から 一般病棟まで、 多発外傷、 ショ ッ ク 、 呼吸不全、

敗血症、 薬物中毒、 熱傷など多岐にわたり ます。 島し ょ 医療、 伊豆諸島・ 小笠原諸島から 年間 200 件を 越える ヘリ コ

プタ ー・ 航空機搬送に対応し ています。 また島し ょ 医療機関と の画像伝送ネッ ト ワーク によ る 診断補助や医師派遣な

ども 行っ ています。 災害医療は東京 23 区唯一の広域基幹災害拠点病院と し て、 各種災害対策訓練を行っ ています。 東

京 DMAT と し ての都内出動も あり ます。 東京 ER の一つと し て 1・ 2 次救急にも 力を 入れており 、 日中は総合診療的な

w alk-in 患者から 3 次救急まで全てに対応し ています。 ド ク タ ーカ ーによ り プレ ホスピタ ルの医療も 学ぶこ と ができ ま

す。 さ ら に豊富な研究業績があり 、 やる 気があれば臨床研究も 実施可能です。 本プロ グラ ムを 通し て、 3 次救急だけ

の研修ではなく 、 1・ 2 次救急や一般病棟管理、 ド ク タ ーカ ーによ る プレ ホスピ タ ル活動、 島し ょ 医療への関わり 、 災

害研修、 などで総合診療能力を 養いつつ、 島し ょ 医療機関のよ う な医療資源の限ら れた環境でも 役に立てる 救急医の

養成を 目標にし ています。 プログラ ムについてはニーズに応じ て柔軟な対応が可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 救急・ 集中治療

　

2 年次 救急・ 集中治療、 災害医療、 プレホスピタ ル、 地域医療、 関連施設研修（ 杏林大学医学部付属病院高度救命救急センタ ーなど）

　

3 年次 選択研修（ 島し ょ 医療機関も 可能） 救急診療・ 集中治療

　

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院救急科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 救命救急セン タ ー　 杉山　 和宏　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 小児総合 

　 　 　 　 　 　 　 東京大学医学部附属病院 / 東京ベイ・ 浦安市川医療センタ ー / 前橋赤十字病院 / 島根県立中央病院 /  

　 　 　 　 　 　 　 海老名総合病院 / 島し ょ 等

救急医には、 目前の患者の緊急度と 重症度を判断し 即座に対応する 「 緊急性」、 疾病・ 外傷などの原因や罹患・ 損傷

臓器の種類を 問わず対応する 「 多様性」、 加えて、 様々な背景の患者の診療に対応する 「 社会性」 が求めら れます。 こ

れら を たゆまず確実に実践し ていく こ と が、 救急医療を 支えていく ための礎と なる 救急科専門医のモッ ト ー（ すすむ

べき 道・ 信条） です。 墨東病院は ER と 独立型の高度救命セン タ ーを 有し 、 w alk-in 患者から 生命の危機が切迫し た患

者まで、 幅広い救急診療に携わる こ と ができ 、 救急医の研修に適し た環境にあり ます。 また、 集中治療科での研修を

合わせて行う こ と ができ 、 重症患者の ICU 管理を 深く 学ぶこ と ができ ます。 当プロ グラ ムでは、 都内有数の症例数を

誇る 当院での研修を 中心に、 東京大学附属病院、 東京ベイ ・ 浦安市川医療セン タ ー、 前橋赤十字病院、 島根県立中央

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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病院、小児総合医療センタ ーと いっ た多彩な連携施設にご協力いただき 、救急医と し ての視野を 広げる こ と ができ ます。

また、 研修を通し て区東部医療圏の救急医療体制、 特に救急搬送 ( プレ ホスピタ ル ) と 医療機関と の連携の維持・ 発展、

災害時の対応にも 関与し 、 地域全体の安全を 維持する 仕事も 学びます。 日常の診療の他に学術的な活動も 重視し 、 積

極的に学会発表、 論文発表を 行っ ており ます。 我々と と も に地域の救急医療の更なる 発展を 目指し て研修いただける

方をお待ちし ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 救命救急セン タ ー ER ICU 他科ロ ーテーショ ン

　

2 年次 連携施設 連携施設 救命救急セン タ ー /ER

　

3 年次 連携施設 救命センタ ー /Ｅ Ｒ

　

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当プロ グラ ムは、 米国で総合内科・ 感染症・ 集中治療を 学んだ医師が中心と なり 、 豊富な内科的知識を バッ ク グラ

ン ド に多職種連携によ る 強みを 活かし つつセミ ク ロ ーズド スタ イ ルで ICU8 床と HCU20 床の重症管理を 実践し ている

国内でも 数少ない施設です。 術後全身管理や院内急変管理を 始め、 院内急変迅速対応や人工呼吸器回診、 院内重症管

理セミ ナー、ACP への取り 組みなどの組織横断的な活動も 積極的に行っ ています。 研修では、1. 高度医療の安全な提供、

2. 患者ニーズに応じ た医療の提供、 3. 教育・ 経営における 病院貢献、 を 目標に研修を 行います。 研修修了時に、 集中

治療専門医と し て必要な知識・ 技術の習得だけではなく 、 後輩医師やコ メ ディ カ ルを 育成でき る システムの構築、 病

院経営を意識し た ICU 運営ができ るよ う な自立し た医師を 育成する こ と が目標です。

●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 東京都立多摩総合医療センタ ー施設群救急科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 救急科　 清水　 敬樹　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 多摩北 / 小児総合

　 　 　 　 　 　 　 帝京大学病院 （ 東京都） / 佐久総合病院（ 長野県） / 日本赤十字社医療センタ ー （ 東京都） / 浦添総合病院  （ 沖縄県） / 

　 　 　 　 　 　 　 秋田赤十字病院 （ 秋田県） / 西南医療センタ ー （ 茨城県） / NTT 関東病院 （ 東京都） / 昭和大学病院 （ 東京都） / 

　 　 　 　 　 　 　 埼玉医科大学総合医療センタ ー （ 埼玉県） / 千葉大学病院 （ 千葉県）

本研修プロ グラ ムを 修了し た救急科専門医は、 急病や外傷の種類や重症度に応じ た総合的判断に基づき 、 必要に応

じ て他科専門医と 連携し 、 迅速かつ安全に急性期患者の診断と 治療を 進める ための臨床能力を 習得する こ と ができ る

よ う になり ます。 まずは実際に見学し にいら し てく ださ い。 黒い術衣をまと っ たスタ ッ フ がお待ちし ています。

【 救命初療から 集学的治療】

当院救急科の特徴は、 初療室から 入室後に重症患者であれば救急科が主科と なり 集学的治療へと 速やかに移行可能

なこ と です。 集中治療医学に関する知識・ 経験が豊富なスタ ッ フ から のフ ィ ード バッ ク が可能です。

【 チーム医療】

「 チーム医療」 が現在の救急・ 集中治療分野における キーワード になっ ています。「 チーム医療」 を 十分に意識し て

多く のスタ ッ フ と 協調性を 持ち ながら 医療を 継続し ていける 救急科専攻医を 目指し てく ださ い 。 救急科専門医の取得

は当然ですが自分のサブスぺシャ リ ティ ーを探す 3 年間と も 言えます。

【 ド ク タ ーヘリ 研修】

東京都のよ う な都市型救命救急セン タ ーでは現時点ではド ク タ ーヘリ などは導入さ れていません 。 ド ク タ ーヘリ が

必要不可欠で導入・ 運営し ている 地域で一定期間研修する こ と で医師の患者さ んへの早期接触、 早期治療開始の重要

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 集中治療科　 牧野　 淳　 　 プロ グラ ム研修期間： 2 年集中治療

新専門医制度
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性を認知し て頂ければと 思います。

【 Ｅ Ｃ ＭＯ 】

重症呼吸不全に対する呼吸補助目的の対外循環装置を使用し た VV －Ｅ Ｃ ＭＯ の管理に関し て、 当院では世界基準で

の管理を確立し ています。 装置、 回路、 管理方法など欧米のノ ウハウを導入し 、 他院へ出向いてのカ ニュ レ ーショ ン 、

搬送など本邦で最高レ ベルのＥ Ｃ ＭＯ 管理の研修が可能です。 　

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩総合医療セン タ ー 連携施設

　

2 年次 多摩総合医療セン タ ー 連携施設

　

3 年次 連携施設 多摩総合医療センタ ー

　

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

本コ ースは集中治療専門医制度に則っ た研修の提供を 目的と する 。 当院を 基幹施設と し て専門性や特徴が異なる 複

数の連携施設での研修によ り 、 病態・ 診断・ 治療、 さ ら には集中治療領域では必須である 多職種連携・ チーム医療の

重要性も 含めて他の診療科から も 頼り にさ れる集中治療専門医の育成を目指すプログラ ムと なる 。【 多摩総合医療セン

タ ー（ 基幹施設】　 救命救急セン タ ーでの初療後は主科と し て速やかに集中治療に移行する 。 多発外傷、 心肺停止蘇生

後、 心不全、 痙攣重積、 急性薬物中毒、 広範囲熱傷、 急性腹症術後、 重症呼吸不全への呼吸 ECMO など　【 東京女子

医科大学（ 連携施設）】　 心臓血管外科術後、 循環器疾患の集中治療など　【 あさ か医療センタ ー（ 連携施設）】　 我が国

最高峰の神経集中治療の真髄を研修する 　【 都立小児総合医療センタ ー（ 連携施設）】　 新生児、 小児の集中治療の研鑽

を 図る 。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 救命救急センタ ー　 清水　 敬樹　 　 プログラ ム研修期間： 3 年集中治療

新専門医制度


